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帝大教授の ア カデ ミ ッ ク ・ キ ャ リア

岩 田 弘 三

1．　 は じめ に

　日本の 大学教授の ア カ デ ミ ッ ク ・ キ ャ リアの 特性 の
一

つ と して ， 同 じ大学の 中で ，

学生 → 助手 ゆ 講 師 → 助教授 と昇進を続け ， 教授に 到 る とい っ た 「エ ス カ レ
ーター

式昇

進」 が挙げ られ る。 そ して ， こ れが 日本 に おける大学教授市場の 閉鎖性を もた ら して

い る と され る （新堀　 1965， カ ミ ン グス 　 1972， 山野井　 1980）。 そ れ で は ， こ の よ

うな 閉鎖的 なア カ デ ミ ッ ク ・キ ャ リア は い っ 頃成立 したの で あ ろ うか 。

　カ ミン グス （1972， 174− 175頁） は， 1937 （昭 和 12）年 の r入事興 信 録』 を もと

に ， 高等教育機関の み で 働い て 大学教授 とな っ た者70．　6％，大学 以外の 職場平均数

1．・46，

一
つ の 職場の みで 働い た者64．6％，勤務平均大 学数 1．12と い っ た数字を挙 げ

て い る 。 さ らに ， 1961 （昭和36）年の 同資料か ら も同 じ指標を 算出 ， 比 較 して ， 昭和

12年 時点 の 方が ， 昭和36年時点以上 に 大学教授市場は 閉鎖的で あ っ た と指摘 して い

る 。 こ の 研究か らは，学校卒業後，同
一

大学内で キ ャ リア を積ん だ人を教授に す る，

とい っ た閉鎖的 な大学教授市場が ，少な くと も昭和 12年時点 まで に は成立 して い た こ

とが 分か る。

　一方 ， 天野 （1977）は，明治 19年の 帝国大学令か ら明治 26年の 帝国大学令改正 に伴

う講座 制導入時点 まで の ，東京帝大 教授の 経歴を分析 した 。 そ して こ の 時期に ，助教

授 → 2 〜 3 年の 外国留 学 → 教授 と い っ た，帝大教授の ア カ デ ミ ッ ク ・キ ャ リア が 定着

した と指摘 して い る。
つ ま り，明治 26年時点 まで に ， 助教tw−一“ 教授間に閉鎖的な市場

が 成立 した こ とに な る 。 しか し， 天野 自身が示 して い る よ うに ，明治27〜 35年 まで の

新任教授中 ， 助教授 か らの 昇任者の 数は，法 ，医，工 ，文 ，理 ，農の 全学部を合わ せ
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て ， 62名中29名 （46．8％） と未だ半数以 下 に 過 ぎな い （45頁）。 また， そ の 時期の 帝

大教授集団の 帝大教員に な る前の 経歴 は ， 帝大以外 の 職場経験を含あ て 多様で あ る。

　カ ミン グス の 研 究か らは，大学 内の どの よ うな 地位が 厂エ ス カ レ
ー

タ
ー
式昇進」 の

ス テ ッ プ と して 用い られ たの か は分か らな い
。

一方，天野の 研究は こ の 点まで 視野に

入 っ て い るが ， そ の 対象 は大 学教 授 市場が比較的開放 性を保 っ て い た と思われ る時期

に限 られて い る 。 従 っ て ，上記 2 つ の 研究が対象 に した時点間に横た わ る空 白を埋 め

る とと もに， 日本の 大学教授の 学 卒以後の ア カ デ ミ ッ ク ・キ ャ リア が い か な る形態に

収 束 し， そ れが 大学教授市場の 閉鎖性に 繋が っ て い っ たかを明 らか に す る必要が あ

る 。

　以 上で は 「閉鎖性」 を職場 の 「非移動性 」 と同意味に用 い て きた 。 しか し，例え ば

大 学教 員 の 大部が 自校 卒業生 で 占め られ て しま う ， と い っ た 同系繁殖 （inbreed−

ing）の 傾向は ， 前掲 した新堀 やカ ミン グス の 研究で も，大学教授市場 の 閉鎖性を示

す現象 と して，重要な論点 とな っ て い る。 この よ うに ， 大学教授市場の 閉鎖性 は ， 職

歴 以 外の 面で 特定集団を集あ たか ど うか とい っ た 観点か らも問題に な る。 そ こで 本論

で は ，その 点 に 関連 して ，第 1 に ， どの よ うな学歴 と大学成績を保持 した人が 教授 に

な っ た の か を明 らか に す る 。 そ して 以下，第 2 に ，大学教授の 学卒後の 経歴を 追 うこ

とに よ っ て ，大学教授市場が硬直的に な っ て い く過程を み る 。 第 3 に ，その 過 程の 中

で ， 大学 内の どの よ うな地位が利用 され るよ うに な るの か ， 大学教授の ア カ デ ミ ッ ク

・キ ャ リア と大学内で の 地位 との 関係を検討す る 。

　第 3 の 点 に 関 して は，まず，助教授 → 教授 とい っ た キャ リ アが 定着 して い っ た の か

ど うか ， 天野が 明治 27〜35年 まで の 新任教授 に つ い て 示 した数字の ， その 後の 推移を

検証す る。
つ い で ，助教授よ り下の 大学教員職 と して は 副手 ， 助手， 講師が あ るが ，

こ れ らの 地位 は大学教授 の ア カ デ ミ ッ ク ・キ ャ リア の 中に， い か に定 着 して い くこ と

に な るの か を明 らか に す る 。 現 在に お い て は ， 大学卒業か ら助教授就任 まで の 間に 辿

る重 要な経歴 と して ，こ れ らの 職以外に 大学院が 挙げ られ る 。 しか し， 戦前期の 大学

院は 特別の 施設 や カ リキ ュ ラム を もっ て い た わけで は な く，
一

部の ご く短 い 時期を除

い て ，実際 に は大学卒業者の 就職や留学 の 順 番待 ちの た めの 溜 り場 と して しか機能 し

て い なか っ た
ω

。
つ ま り， 基本的に 大学院は ，学士を越 え た経歴 に は な らなか っ た と

考え られ る （こ の 点 を考慮 し，本 論 で は以 下 ，大学 院経 験者 と，そ うで は な い単な る

学士 とを ，
「学士の 身分」 の 呼称 の 下 に 一括 して 扱 っ て い くこ と に す る）。

　な お ， 昭和 15年 7 月 2 日 に 東京帝国大学 で は大学制度臨時審査委員会審議決定事項

と して ，第 一
特別委員会に よ っ て 「教職員 ノ待遇 二 関ス ル件」 が 出され て い る （東京

148

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帝大教授の ア カ デ ミ ッ ク ・キ ャ リア

大学　 1985， 46頁）。 そ の 「第六 　教授助教授推薦 二 関ス ル 件」 で は ，
「教授助教授推

薦 ノ方法ハ 従来諸学部必 シモ 同
一

ナ ラズ 。 助手中 ヨ 1丿助教授 ヲ選抜 シ助教授中 ヨ リ教

授 ヲ推薦ス ル ヲ普通 トス ル学部ア リ， 屡々 他 ヨ リ適 任者 ヲ招致ス ル学部ア リ」 とされ

る 。 従 っ て ，大学教授の ア カデ ミ ッ ク ・キ ャ リア は学部 に よ っ て 異な っ て い る こ とも

考え られ るの で ， 本論で は先の 点を学部 ごとに検証 して い く 。

　 日本 の 近代 エ リー トに 関 して は ， 様 々 な研究の 蓄積が な され て き た
te）

。 本論 は，

「エ リ
ー

トの 下位区分 に基づ く個別研究」 （廣 田　 1990，80頁）に ア カ デ ミ ッ ク ・
エ

リー トの 事例を加え る こ とに もなろ う。

2．　 データの 出典

　今回は 戦前期の 大学教 授の 中で も，帝国大 学教 授 に 限 っ て 分析を行 う こ とに した 。

具体的な 分析対象 は ， 明治32年 2月か ら昭和 17年 7月 まで の 『職員録』 記載の 全帝大

教授で ある （ただ し ， 天野の 研究 との 重 複を避 け るた め，講座制発足当時の 教授は省

い た ）。 なお ，今回 は学 部に 所 属 して い る帝大教授 に 限 っ て お り，付置研究所 の 教授

は含 まれて い な い 。 帝国 大学に 焦 点 を当て たの は，大正 7 年 に 「大学 令」 が 施行 され

るまで は 唯
一の 大学で あ り， 他の 高等教育機関教授の ア カ デ ミ ッ ク ・ キ ャ リア の あ り

方に 対 して も，大 きなイ ン パ ク トを も っ て い た と考え られ るか らで あ る 。 こ れ ら帝 大

以外の 高等教育機関に 関 して は ， 今後の 課題 と したい 。

　なお，帝大 教 授 ，助 教授 の キ ャ リアを追 うに 当た っ て は ，
r人事興信録』，

　 r帝国大

学出 身名鑑 』，『大 日本博士録』，各帝大の 年史等を参照 した 。

3． 帝大教授の 出身学校 と卒業席次

　まず表 1の 合計欄をも とに ，帝大教授の 出身学校をみて み よ う 。 東京帝大経済学部

に は，東京高商出身の 教授が 1 名い るが ，か れ は同校との 併任 教授 で あ る 。 また，大

阪帝大工学部 ・医学部 ， 名古屋帝大医学部 ， 北 海道帝大農学部に つ い て は ， これ ら帝

大 の 前身校出身者 ， 東京帝大文学部に つ い て は東京帝 大 古 典 講習科出身の 教授 が い

る 。 か れ らを除 けば ， 非帝大学士 で 帝大教授 に 就任 した人 は，法学部 ・経 済学部 6

名 ， 文学部 11名，理学部 7 名，工 学部 3 名，医学部 5 名 ， 農学部 3名，の 計35名で あ

る 。
こ の うち 13名は 外国大学 を卒業 して お り ， 文学部以 外 の 教授 12名 は い ずれ も外国

大学で の 博士 号 取得者で あ る。 また，法学部 ・経済学部の 1 名，文学部の 2名，理 学

部 の 4 名 ， 工 学 部の 2 名 ， 医学部の 2 名，農学部の 1名は高等教育機関の 卒業者で あ

る （計 12名）。 高等 教 育機関を卒業せ ずに 帝大教授 とな っ た人 は，法学 部 ・経 済学 部
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　　　　　　　　　　　　　　表 1 　帝大教授の 出身学校

（1） 法学部，経済学部 ， 法文学部法学科 ・経済学科

　　　　　　　　　　　　 出身学校
教授
就任大学 （就任年）

東京

帝大

京都

帝大

東北

帝大

九州

帝大

東京帝

大選科

東京

高商

県立杵築

中学校

外国

蝉
計

暴 帝 　法学 。　 （ロ 治32〜） 57 1  58
菓京　　　　 一部 （ 正 8〜） 24 1（x ） 25
京 帝 学部

瑚儲甥黠1
　　　　　　　　 （大正 ll〜 ）

ll

量
三 3 

鷺
23

尽 　　 　繿 　 　。 （大正 8 〜 ） 正 豊o ll
東ゴ帝大法　　・ （大正 12〜昭和16＞
法学科 ・経済学科 （昭和17）

1871 21

〒
十　　 　 子 。 （大正 15〜昭和 14）

法学科 ・経済学科 （昭和呈5〜 ）

214
2

1  21

計 1475612 11 14213

竃繼齬蠶縫灘繍解鮓
獺

・・

驪 攤 讖
・それぞれ札饒農学校 ・晒

一
人物）・・ m 京臑 轍 岡山普通学校 ・

（c） 高等文官試験合格，外交富 。

  　文学部，法文学部文学科

　　　　　　　　 出身学校
教授
就任大学 （就任年

東京

帝大

京都

帝大

東京帝大
選科 ・古
典講習科

貘
選科

早稲田

大学

中等教

育機関

藩校

など

外国

大学
計

尉
’

！哭欝寛押
）

椙 蹇
3 1

器
只 　　 　 （児治39〜 大正12）
　　　　 （大正 13〜 昭和 8 ）
　　　　 （昭和 9 〜 ）

312

§
4

1

2（d〕

1（el
籀
12

東北帝大法文学部
文学科　 （大正 12〜 ） 1510

戛

　 1 1 1  28
九 十啼 大法文学部
文学科　 （大正 15〜 ） 223 1（幻 26

言 14426 9 11 5 3 1190

（d） 秋田県師範学校，私立奈良英和学校 （卒業後コ ロ ン ビア大学， コ レージ ュ
・ド・パ リに留

　学）。
（e） 同志社普通学校 。

（f） 富山県尋常中学校中退 。

（9） 海軍機関学校 。

（3） 理学部

　　　　　　　　　　出身学校
教授就任
大学 （就任年）

東京

帝大

京都

帝大

東北

帝大

北海道
帝大
農学部

九州
帝大
工学部

韈
選科

鑒黷
所

藩校

など

外国

大学
計

示 　　　 （明治32〜 ） 65 1 1（i｝ 67
兄 　　　　　　　　　（明

謡

口 32〜 　　正 3）
家

　　　　　 （大正 6 〜 豆D
　　　　　 （大正lD

ll4

｝1 2

1
掃
21

（明治44〜大正 9）
（大正 9〜昭和 8 ）
（昭和 9 〜 ）

材
3

杢
1 き

1 1（」｝ ll10
…

（昭和 4〜） 18263 29
阪　　　 （昭和 8〜） 16 3 19
・　 　 （昭 目13〜 ） 15 1 1 17

名 　　　　 （昭和 16〜） 8 8
蕎 18031193 13 112241

＋　 理工学部理学科。

（i） 国内の 最終学歴は東京帝大選科 。

（j） 国内の 最終学歴は東北学 院中等部 。
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〔4｝ 工 学部

　　　　　　　　　 出身学校
教授就任
大学 （就任年）

東京

帝大

京都

帝大

九州

帝大

東北

帝大

北海道

帝大

札幌農

学校

大阪

高工

東京

高工

外国

大学
計

宗　　 　 （明治 32〜 40） 126 孟 1 1129
泉 　　　 　（明治32〜 明治42）う

　　　　　 （明治 43〜 大iE　9）
　　　　　 （大正 11〜 ）

ll531 碧
42

f　　　 （明
聰
口 44〜 　正 10）

　　　　（大正 i1〜昭和 13）
　　　　（昭和 i4〜 15）

ll3塁 lli 器
10

（ 正 8 〜 昭 07 ）
（昭和 8 〜 10）

11
釜 釜 11

ω

饕’…
　　　（ 正 13〜 昭 016）

　　　　 （　 017〜 ）

21
蹇 羣

1
2 ll

阪帝 　　 （昭和 』〜） 161533 3 40
，

一
（昭和15） 13553 1 27

言 296803522 2 1311441
十

k

　6

理工学部工学科
理学部卒 。

医学部

　 　 　 　 　 　 　 出身学校

教授就任
大学 （就任年）

東

京

帝

大

京

都

帝

大

九

州

帝

大

東

北

騫

大

北

海
道

帝

大

大及 そ

阪　の

夥前

大　身

学び校

愛
知

医
科
大
学

第医

書
奪学

学
校部

済

々

学

舎

外

国

大

学

計

菓京帝　 　 （B 治32〜） 72 1 73
京　帝大 　 （明治32〜 大正 2 ）
　 　 　 　 （大正4〜 ）

21
。 361

2（け
器

｛　　　 （明治36〜 　正 3 ）
　 　 　 （大正 4〜昭和 6）

　 　 　 （昭和 7〜）

214
1

権
1  ll16

帝
昌
　 （大正 4 〜 昭和 3）

　 　 （昭和 4〜）

21
塾 36 器

北
 
道帝大 （大正 ω 〜 昭和 3 ）

　 　 　 　 （昭和 4 〜 ）
21 215 1 2

§
阪　　　 （昭和 6 〜 ） 7 13 24 35

（昭和 正4〜 ） 16 6 1 23
葺 218443575246113344

め
D
嚼

励

大正 12年以降の 5人は全て薬学科出身。

圜嬲 縫驟畫編奘轆齢欝
第五高等学校医撒

農学部

　　　　　　　　　 出身学校

難艦任年）

東京帝大 北海道

帝大

九州

帝大

京都

帝大

東京帝

大選科

札幌

農学校

外国

大学
計

暴 　　　 （明治32〜 ） 80 里働 81
道 　　 （明

ヤ
ロ 40〜大正 5）

　　　 （大正 6〜昭和 2 ）

　　　 （昭和 3〜）

113

（切 21

1 11 2511

（大正 10〜昭和 16）
（昭和 17）

401 12 413

県 　　　　（ 正 12〜昭和 14）
　　　　　 （昭和 15）

21 4 1  1（ql31

言 165 3324 1 192226
nOD

‘
q

医学部卒 2 ，法学部卒 1名 。

歯講飜轣舗難鸛輟2ち 嚠 ま鯨 轍 農学部も卒￥）e

国内の 最終学歴 は札幌農学校 （（a），（b）と同
一人物）。
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1名，文学部 8名，理 学 部 1名，の 計 10名 となる 。

　 しか し， か れ らは例外的存在 に過 ぎな い
。 どの 学部で も帝大教授の 9 割以上は 帝大

学士で 占め られて い る 。 それで は ， 同 じ帝大学士で も ， どの よ うな帝大出身者が 教授

と して 迎え られ た の で あ ろ うか 。 表 は各帝大 ごとに，最初の 自校卒業生が 教授に 上が

る まで の 期間 （先行期）， 自校卒 業生 と他校卒業生 とが 教授採用 に お い て 競合 して い

る時期 （同系繁殖離陸期）， 他校卒業生 に 比 べ て 自校卒業生 の 教授採用が 目立 っ て 多

くな る時期 （同系繁 殖安定 期），に 分けて 表示 して あ る 。 それ を利用 して ，同系繁殖

の 進行興合を み て み よ う。

　 まず ， 自校出身 の 教授第 1号 を輩 出する まで に は ， 多 くは 14年前後か か っ て い る 。

具体的に み る と，京都帝大法学部 11年 。 法文学部法経学科で は ，東北帝大 19年，九州

帝大 14年 。 京都帝大文学部 18年 。 理 学部で は ， 京都帝大18年 ， 東北帝大 9年 。 工 学部

で は，京都お よ び九州 帝大 11年，東北帝大 14年，北海道帝大 18年 。 医学部 で は，京都

帝 大 16年 ，九州 帝大 12年 ，東北帝 大 14年 ，北 海道 帝大 8 年 。 農学 部で は ，九 州帝大 21

年，京都帝大 17年，前身校で あ る札幌農学校卒業者を 除けば北 海道帝大 10年 とな る 。

法文学部文学科 に 関 して は ，昭和 17年時点で 創設か ら東北帝大 で 19年 ， 九 州帝大で 16

年 の 歳月が経 っ て い るが ，
い ま だ 自校出身教授の 出現を みて い な い 。

　 そ して，多 くの 帝大 で は創設 後，約 23年経 つ と， 同系繁 殖安定期の 開 始をみ て い

る 。 具 体的に は，京都帝大の 法学 部 で 11年 ，文学 部で 28年 。 理学 部で は，京都，東 北

帝大 と もに 23年 。 工 学部で は ，京都帝大23年，九州帝大28年 。 医学部で は ，奈都帝大

i6年，九州帝大 29年 。 北海道帝大農学 部21年 とな る 。 な お ，京都帝大の 法学 部 と医学

部で は， 自校出身の 教 授 採用が 始 ま る と ， 同系繁殖の 離陸期を経ず に い きな り安定期

に入 っ て い る 。 同系繁殖安定期 に は ，
い ずれ の 学部で も任用教授の 6 割以 上は ， 自校

出身者で 占め られ るよ うに な る 。 と くに 京都帝大 法学部で は ，創設 23年 目以 降は ，完

全 に 自校出身者の 独 占体制に 入 っ て い る 。

　新堀 （1965， 84頁） も指摘 して い る よ うに ， ど の 程度の 教授が 自校出身者 に よ っ て

占め られ るか は， こ の よ うに 創設 後に経過 した年数の 関数に な っ て い る 。 な お ， 他校

か らの 補 充に つ い て は， その 帝大 よ り創設 年 の 古 い 帝 大 出身者 に ほ ぼ 限 られ て い る 。

　 と こ ろ で ，同 じ帝大 卒業生 の 中で も，帝大教授候補生 とみ な された の は ， 優等 の成

績で 帝大を卒業 した 人で あ り，か れ らに は特別の 養成 ル ー トが 開かれ て い た可能性が

あ る 。 例えば，明 治35年 に 東京帝大法学部を67番 （政治科で の 席次 は 8番 ） で卒業 し

た河上肇 （1976， 148−149頁）は 次の よ うに回顧 して い る 。

　 「大学 教授 に な る人は ，卒業後そ の ま ま大学 に 居 残 り，す ぐ助教授 に な り，や が て
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教授 とな る こ と を原則 と して い た もの で ， そ れ らの 人々 は，み な此の 銀時計組 に 限 ら

れ て い た」。 か れ らは 「卒業の 当初か ら先輩に 見込 まれ ， 温室で 育て るよ うに して ，

出発点か ら最高の 条件 の もとで 学 問す る こ との 出来た入 々 で あ る」。 河上 自身は大学

卒業後 ，
「あ ち ら こち らの 学校で 講義の 切売 りを しなが ら， や っ と糊 口 を支え そ の 暇

を偸んで 自分の 志す研究 に 従事 して い る うち 」， 六年後 に 「漸 くに して 京都帝 国大学

講師 の 地位 を贏 ち得 るに 至 っ た」 が ，そ の 時，同窓 や一
年後輩の 銀時計組 は，間 もな

く海外留学か ら帰国 して 教 授に なろ うと して い た か ， 或い は 既に な っ て い た 。

一
方，

「私は まだ ， い きな り助教授に す らな る こ とが 出来な か っ た の で ある」。

　大正 7 年 まで の 東京帝大 の 卒業生 名簿は，各学科 の 卒業席次 （成績 ）順に 氏名が記

載 され て い る 。 そ こ で そ れ を 利用 して ， 帝大教授 に な っ た人の 卒業席次を調 べ て み

た 。 明治 19年か ら大正 7 年 まで の 間に 東京帝大を卒業 し，明治 32年以降 に ，法，工 ，

文 ， 理 ， 農 ，
い ずれ か の 学部， も し くは 医学部薬学科で 帝大 教 授 とな っ た 人は 622名

い る 。 こ の 内，53．5％ （333名）が 首席卒業生で 占め られ て い る 。
こ れ に 次席 卒 業生

を加 え る と72．7％ （452名） に まで な る 。

一方 ， 医学科で は卒業生 母数 が大 き く （明

治 35年 まで は 20人を越え る程度で あ っ た が ，明治 36年以降は 90人 か ら150人 とい っ た

規模 に な る ），医学科教授 166人中，卒業席次 10番以 内の 卒業生まで で ，過半数 の 56．6

％ （94名）を 占め る こ とに な る 。 そ の うち21名 （12．7％） は 首席 ， 13名 （7．・8％ ）が

次席卒業生 で あ る 。

　 こ れ ら の 数字をみて も，帝大教授 に は ， 医学部で は 10数番以 内，その 他の 学 部で は

各学科の 1 ， 2 番卒業生 が主体 と して 集あ られて い た ことが分か る 。

4。 帝大教授の リ クル ー ト源

　それで は，帝大教授 は学校卒業後 どの よ うな経 歴を経て そ の 地位 に辿 り着 い たの で

あ ろ うか 。 表 2 は ， 助教授か らの 昇進 とい う手続 きを踏ん だ帝大教授 と ， そ の ス テ ッ

プ を経 なか っ た帝大教授 とに 大 き く 2分 して ， そ れ ぞ れ 助教授 ， 教授の 地位に 到る前

に つ い て い た職種 を示 した もの で あ る 。 帝大で 職を得 る前に い くつ か の 職種 を歴任 し

た 人に つ い て は ， 原則 と して ，従事 期 間の 長 い職種を主 要経歴 とみ な した 。 2 つ 以 上

の 職種に 同程度の 期間従事 して い る場合 は，帝大 に リクル ー トされ る 直前の 職種を 採

用 した 。 た だ し ， 例外 と して ， 「帝 大 」 の 欄 に は ，他の 職場経験を全 くもたな い 人 の

み を計上 して い る （以 下， こ の 欄 に 該 当す る人を 「帝大 キ ャ リ ア 組」 と呼ぶ ）。 な

お ， こ の 欄に は ， 帝大で 講師，助手 ， 副手の 職を得て い た 人の み な らず，学士 の 身分

か ら助教 授 や 教 授 に 招聘 され た 人達が 含 まれ て い る
C3）

。 表 は各教 授 の 大 学 卒 業 時 期
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　　　　　　　　　　表 2

（nA ） 東京帝大教授よ り転任者 n 人を含む。

雛讎鑼鑼鯲慧廴
（nG ）　大阪帝大教授よ り転任者 n 人 を含む。

帝大教授の リクル ー ト源

（na ）東京帝大助教授 よ り転任者 n 人を含む。

i謝 棗轜杢鵑鑼圭霧雛喜言燵魯馨：
嬲 攜麟難嶷錺蘿暑類衾窖乱

溜 魏重磯鑼鷯籔懿繍
含む・

（ni ）　伝染病研究所経験者 n 人を含む 。

（1） 法学部 ・経済学部

帝大助教授→帝大教授 帝大助教授以外の 職→帝大教授

ア カ デ ミズ ム 実務 ア カ デ ミズ ム 実務
　　　

教
嬲 纛

蹴 任

教授就任大学
　 （大学卒業年）

帝 大
官 立

専門
学校

私立

高 等
教育
機関

官 庁
司
法
界

民 間

会社
帝 大

官立

専 門
学校

私 立

高等
教育
機関

官 庁
司法
界

民

哭
荏

計

東京帝大法学部　　（〜明治45年）
　　　　　　 伏 正2年〜〕

19qB ）

1了 ヨ 2222
三
三 2〔1B ）

　 ヨ ：
2（LB ）
一

2（LB ）
『 一 3820

東京帝大経済学部　（大正2年〜｝ 15く1D 〕 1 一 3 一 3 一 1 一 2 一 一 25＄

京都帝大法学部　　｛〜明治45年）

　　　　　　 伏 正2年〜｝

918UD
）

2111
二 廴92 ≦ 竺 21 ヨ 12

（1D ）
二

3823

京都帝大経済学部　1大正2年〜） 7 1 一 1 一 1 一 1〔】E 》 一 一 虹．   U ＆

東北帝大法文学部
法学科 ・経済学科　（大正 2年〜） 16qB ）〔P）一 ｝ 一 1 一 5 一 2（1a） 一 2 　 26

九州帝大法文学部

法学科・経済学科　（大正2年〜〕 U （Q） 王（IB） 1（1A） 3〔圃A13 〔1b） 3（LD1223 〔IB） 王 32

全帝大　　　　　　（〜明治45年）

　　　　　　 伏 正2年〜）ll 葦 蓬 岩
Il
帚 § § 羣 舞 羣 i1翳

圏 魏離轢躔 能：
＄　 分離母体で あ る法学部か らの 転任教授 9 名を除く。

＆　 分離 母体 で あ る法学 部 か らの 転任教 授 8名 を 除 く。

  　文 学 部

帝大助教授→帝大教授 帝大助教授以外の 職→帝大教授

ア カデ ミズ ム 実務 ア カデ ミズ ム 実務

　　　　教授 ・助教授
　 　 　 　就 任以 前の 職

教 授就 任大 学

　 （大学卒業年｝
帝 大

官 立 高

等教 育

機関

私 立高

等 教育

機関

官
庁

ジャ
ー

ナ リズ

ム

帝 大

官立高

等教育
機関

私 立 高

等 教 育

機関

官
庁

噛　ρ
ン ヤ

　
ナ リ ズ

ム

計

東京帝大　　 （〜聰治45年）
　　　　　 〔大正 2年〜）

15 〔2B）

8
14UB ）

3 § 空 ：
5（塵D＞
一 ！ 2 蹇 二

5916

京都帝大　　 （〜明治45年）
　 　 　 　 　 （大正 2年〜）

13qE ）

3
廴3qa ）

5
2 （ID 〕

3 ： ： 3 13 （la ）

1
lGD ）
一 314912

東北帝大法文 （〜明治45年）
学部・文学科 （大正 2年〜）

3 （2a）Gb ）

6 三 2 ： ： 壑 至 互 ！ 221

九州帝大法文 （一明治45年｝

学部
・
文学科 （大正 2年〜｝ 愚 i 至 ： 1 ｝

11
｝ ： ： 露

全帝大　 　 　 （〜明治45年）

　　　　　 （大正 2年〜） 麗
289 11

三 1ll31 量 彎 コ lll
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帝大教授の ア カ デ ミ ッ ク ・キ ャ リア

（3） 理学部

帝大助教 授→帝 大 教授 帝 大勒 教授以 外 の 職 → 帝 大 教授　　　教授 ・助教授
　　　就任以 前の 職

教授 就任 大 学

　 （大学卒 業年）

ア カ デ ミズ ム 実務 ア カ デ ミズ ム 実務
計

帝 大
官立 高 等

教育 機関
官 庁

民 間
企 業

帝 大
官立 高 等
教 育機関

官庁

東京帝大　 〔〜明治45年）

　　　　 〔大正 2年〜）

1818
（2B）〔1D）

玉1 〔1D）く1E｝〔1d｝
2 ヨ i 至 ！ 三 薯

京都帝大　 〔〜明治45年）
　　　　 〔大正 2年〜）

14　く2a｝
13　GG ｝

8 〔S）

3
2L i12 丑 3 ｛2A ｝（T 〕

一
3220

東北帝大　 ｛一明治45年｝

　　　　 〔大正 2年〜）

8 ｛1F 》〔且b）

14　（1F ）
4 〔1の

8 （【h）
2 【1a）

1 くT ）
：

3 〔1E）
L一 i31 2425

九州帝大　 伏正 2年〜） 6GF 〕〔lf） 2 2 （lf｝ 1 一 5 蓋 17

北海道帝大 伏 正2年一119 （W ） 7 （【a） 1 【1D｝ 一一 一 2 　 29

大阪帝大　 伏 正 2年一｝ 14 （D 》（1F） 3 一 ｝ 2 ｝ 一 19

名古屋帝大 欣正 岔年〜〉 3UA ）【la川 g） 　 一 一 一 5 一 8

全帝大　　（一明治45年）
　　　　 伏 正 2年〜｝

408
了

2325 65
i ！

151392 102139

（S ）　 陸 軍教 授 1名 を含 む。
（T ） 海軍 技 師 ・教授 1名 を含 む。
（W ＞　東 北帝大教授か らの 転任 者 2 名，京 都，東北，九州 （各 ！名 ） と 北海 道 （2 名 ｝の 各 帝大 助 教 授，理 化

　　学研究 所研究 員 （2 名 ），大 阪 帝大 理 学部 の 前 身 で あ る塩 見 理化 学研 究所研 究員 （3名 ）経験者を含 む 。

（4） 工 学部

帝 大助 教 授 → 帝 大教 捜 帝大助 教 授 以外 の 職→帝大 教擾

ア カ デ ミズ ム 実務
ア カ デ
ミズム

実務

　　 　 教 授 ・助教 授

　　　就任 以前の 職

教授 就 任大学

　 （火学卒業年）

帝大

官立

高等
教 育
機 関

官庁
海軍
　ゆ
陸軍

民間
企業

帝
大

官立

高等
教 育

機関

官庁
海軍
　■
陸 軍

民間 企 業

計

東京帝大　 ｛〜明治45年〕

　　　　 （大正 2年〜）
34（2E）

29（ユD ）（IE ）（1恥 （1卜
3（IE）
274 弖 8（LB22

， 112657qD ｝

1
8445

京都帝大　 （〜明治45年）
　　 　 　 （大正 2年一〕

21（1AX4 ω

26
2（ia ）
一

3215 （1且 ）

41 釜
4（1Al

：
5（2E）Ual ll・

東北帝大　 〔〜明治45年）
　　　　 伏 正2年〜）

5GA ）qE ）Ub ）

23G巳） ： 三 ： 暑 毛 ：
22

： 丑 31

九姻帝大　 （〜明治45年）

　　　　 伏 正2年〜）

15く4A 》（3E）（童b）

25
5 （3a ）

L（1b）

2（2乱〕

4i7
〔La ）

2（匡d） 2 毳
51

至 6（2B ）
一

5136

北海道帝大 ｛〜明治45年）
　　　　 〔大正2年〜）

lqA ｝

19（iE ）〔3e）（且h｝
1 （里εし｝
一 1 ：

1〔IB3
至 翌 § 1 ：

1D2
ブ

大阪帝大　 （一明爆 5年）

　　　　 伏 正2年〜）

…（LA｝

21（2b〕（1d） i1 ：
2（1E｝

3 ： i1qD｝
一． 2 §

930t

名古屋帝大 （大正2年〜） i5くU ｝ 2｛1d） 一 ｝ 2 一 12 12 25
虚零

全帝大　　（〜明治4睥 ）
　 　 　　 （大正 2年〜） 1墓

ll
｝1 彳鴇 畧

11
釜

1121 lll

iも讐鞴糶鵜漁 。 蝿 九 州 。 大。 、 ，名。 教 概 者 、，鰡 ，名，， 。北 ，3
　　名），九州 （2名｝，北海道 （1名）の 各帝大の 助教授，理化学研究所研究員 （1名）経験者 を含む。
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  　医学部

帝大助教授→帝大教授 帝大助 教授以 外 の 職
一

帝大教授

ア カ デ ミ ズ ム 実務 ア カ デ ミズ ム 実務
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海
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一
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輔 大　 ｛〜明治45旬
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＋　　経歴不明者 2名を 除 く。

（n の 　前 身で あ る仙 台医 学専F5学校，東北帝大 医 学専門部教授 よ りの もち 上 が り者 n 人 を含む 。

（nK ） 前 身で あ る大阪 高等 医 学校の 教 授 ・助教 授 ・大 阪医 大助 教 授か らの もち 上 が り者 n 人 を 含 む。
（nL ｝ 前 身で あ る 愛知 医専 の 助教授 ・

教授，名 占屋医 大助教 授 か らの もち 上 が り者 n 人 を含 む。
（X ）　北海道帝 大教授か らの 転任者 1名 と，東京 ｛1名｝，北海道 （重名），九州 （3名）の 各帝大助教授経験
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帝 大助教 授 →帝大 教授 帝 大助 教 授以 外 の 職→帝大 教 授　 　　 　 教授 ・助 教 授

　　　　就任 以前の 職

教授 就 任大 学

　 （大学卒業年）
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教 育機 関

宙庁
民間
企 業

帯大
官立 高等
教育機関

官庁
民間
企 業

東京帝大　　 ｛〜明治45年〉

　　　　　 ｛薫 E2年〜）
2520
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〜
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　　　　　 （大正 2年〜）
6 （2a）

10 蹇
4 〔IA 〕

7〔■B ） i 1 1制 量 ： ll
北海道帝大＃ （〜明治僻 ）
　　　　　 （大正2年一）

27 （1A）（3M ）
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8 （4M ｝

5 ： 1 3　〔1E ）

1 ｛ 三 篝

全帝大　 　 　（〜明治45年）

　 　　 　 　 （大正 2年〜）ll 量 発 薹 螽
11 ll

｝ ill
（nM ）前身で あ る札幌農学校教授か らの もち上が り者 n 人を含む 。

＃　 　 大 正 6年 以 前 は東 北帝 大。
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を ， 明治期 と大正 ・昭和期 とに 2 分 した集計 に な っ て い る 。 帝大 以外 の 高等教育機関

卒業生 に 関 して は ， その 卒業年を採用 した 。 高等教育を受けずに 帝大教授に 就任 した

人 に つ い て は，生年等を考慮 して い ずれ か に 振 り分けた 。 大学卒業時期 に関 して は ，

よ り詳細な 区分 を用 い た 集計 も行 っ た が ，上記の 区分以 外 に 明確 な差異 は み られ な

か っ た 。

　まず，帝大教授は い か な る職業経験者か ら補充 され て い た の か をみ て い こ う 。 全て

の 学部を とお して ，高等教育機関， と くに 帝大キ ャ リア 組か らの リクル ー トは極 めて

多い 。 また，官庁 も医学 部以 外の 学部で 共通 した補充源 とな う て い る 。 しか し， それ

以 外の 補充源は ， 卒業生 の 就職先 と対応 して ，各学部 ご と に 異な っ て い る 。
つ まり，

法学部 ・経済学部で は 司法 界，民間企 業
 
，文 学部 で は ジ ャ

ーナ リズ ム （新聞記 者．

雑誌編 集者 ， 文筆家），理 学部 と農学部 で は民 間 企業，工 学 部で は陸 海 軍，民 間企

業，医学部で は軍 医を含めた勤務医 ， 開業医か ら教授が リクル ー トされて きて い る 。

　つ ぎに
， 帝大教授市場の 閉鎖性の 進行状況を確か めて お こ う。 こ こ で は，明治期の

大 学卒業者 と大 正 ・昭和 期の そ れ に 分 けて ，帝大を含む 高等教育機関か ら帝大助教

授 ，教 授 に リク ル ー トされ て きた 人 の 比率をみ て み る 。 全帝大 の 合計 で ， 法学部 ・経

済学部で は 67，1％ （76人中51名）か ら77．4％ （137人中1D6名）に ，文学部で は 89．5％

（143入 中128名）か ら93．6％ （47入 中44名）に ，理学部で は 85．3％ （1D2人 中87名）

か ら92．8％ （139人中 129名） に ， 工 学 部 で は 50．　7％ （207人 中 105名）か ら 75．7％

（230人 中 174名 ） に ， 医 学 部で は 75．0％ （164人中 123名）か ら79．8％ （178人中 142

名） に ，農学部で は 67．8％ （118人 中80名）か ら72．2％ （108人 中78名） に 増加 して い

る 。

　同様 に ， 帝大教授 に 占め る帝大 キ ャ リア 組の 比率は，法学 部 ・経済学 部で は44．7％

（34名）か ら67．2％ （92名） に ，文学 部で は30．8％ （44名）か ら48．9％ （23名） に ，

理学部で は 48，0％ （49名）か ら65．5％ （91名） に ， 工学 部で は 39．6％ （82名） か ら

70．9％ （163名）に ， 農学部 で は 52．5％ （62名） か ら62．0％ （67名） に 増 加 して い

る 。 た だ し，医学部だ けは例外的で あ り，53．7％ （88名） か ら50．6％ （90名） に 幾分

比 率を減少させ て い る 。

　 この よ うに ，医学部を除けば ，帝大教授に 占め る，高等教育機関 か ら リクル ー トさ

れて きた 人の 比 率，帝大キ ャ リ ア 組 の 比 率 い ずれ か らみ て も，特 に大 正 期を転機 と し

て ，帝大教授市場が 閉鎖性を強めて い っ た こ とが確 認 で き る 。
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5． ア カ デ ミ ッ ク ・キ ャ リア上 での 帝大助教授 の位置付 け

　そ れで は ， こ の ような帝大教授市場の 閉鎖性 は，帝大 内部 に どの よ うなア カデ ミ ッ

ク ・キ ャ リアの 経路が整備 される中で高ま っ たの で あろ うか 。 まず表 2 で ， 助教授 →

教授 とい っ た レ ール が 確立 した の か ど うか を確か め よ う。 助教授か ら昇任 した教授の

割合は ，法学部 ・経済学部で は，明治期の 大学卒業者 71．1％ （54名）に 対 し，大正 ・

昭和期の 大学卒業者78，8％ （108名） とな っ て い る 。 同様 に ，文学 部で は 53．1％ （76

名）か ら85。1％ （40名 ）に ， 理学部で は 67．6％ （69名）か ら86．3％ （120名）に ， 工

学部で は 62．3％ （129名）か ら 84．8％ （195名）に ，農学部で は 72．0％ （85名）か ら

80．　6％ （87名） に増 加 して い る 。

　明治27〜 35年まで の 新任 教授申，助 教授 か らの 昇任者の 数 は ， 法学部 10名中 6 名 ，

工 学部 17名中 7 名，文学部 9名 中 2 名，理学 部 8 名中 2 名，農学部 9 名中 3 名で あ っ

た （天野　1977，45頁 ）こ とを 考え れ ば ， 医学部以外 の 学部で は，時代の 進行 とと も

に ，帝大助教授の 中か ら教授を補充す るとい っ た傾向は強ま っ て い る。 特 に ， 大正期

以 降の 大学卒業生 に つ い て は，助教授か ら昇任 した教授 は 8 割以上 を 占め ， 助教授を

経て か ら教授 に な るとい っ た レール が ほぼ 完全に で き上が っ て い た こ とが分か る 。

　ただ し， 医学部だけ は こ の 例 外をな し，助教授か ら昇任 した 教授の 比率は ， 明治 27

〜 35年 まで の 新任教授 9 名全員か ら， 明治期卒業生の 64．0％ （105名），大正 ・ 昭和期

卒業生 の 59．D％ （105名） へ と減少 して い る。 また，医学部 で は助教授か ら
一

旦 帝大

の 外へ 転出 し，そ の 後 ， 教授 と して 戻 っ て くる とい うパ タ ー
ンが ， 明治期卒業生で 13

名，大正 ・昭和期卒業生で 14名 と他学部以上 に み られ る 。

　医学部を除い て 上で み られ た傾向は ， 助教授就任 に よ っ て ，その 後の 教授昇任が 保

証 され て い た こ とを意味す るの だ ろ うか 。 この 点は ， ア カデ ミ ッ ク ・キ ャ リア 上 で の

助教授職の 位置付けを 明 らか にす る上で 重要な ポ イ ン トとな る 。 そ こ で ，明治 32年 2

月 か ら大正 15年 7 月まで の r職員録』 に記載され て い る，学部所属の 全帝大助教授の

進路を調べ て みた 。 この うち ，助教 授在任中の 死亡者
（5）
を除い た数を分母 に とれ ば，

助教授 か ら直接 ， いずれか の 内地 帝大 の 教授に 昇任 した人の 比率 は，全帝大の 合計で

以下の よ うに な る 。 法学部 ・経済学部 88．8％ （116人中103名）， 文学部81．4％ （102人

中 83名 ），理 学 部 78．　3％ （143人 中 112名），工 学部 75．2％ （282人 中 212名 ）， 医 学 部

47．2％ （309人中 146名）， 農学部72．1％ （208人 中150名 ）。 医学 部 で は t 帝 大 の 外 へ の

転出を
一

旦挟ん で か ら，再 び教授 と して 招聘 され た 助教授 の 数は 30名に 達す る 。 しか

し， か れ らを加えて も，医学部で は，助教授か らの 帝大教授昇進率は 56．1％ と な るに
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過ぎな い 。

　さ らに ，助教授勤務帝大の 内部 で ， 持 ち上 が りで 教授昇進 した人の 比率は ，法学部

・経済学部 87．9％ （102名）， 文学部 74．5％ （76名）， 理 学部73．4％ （105名）， 工学部

67．4％ （190名），医学部40．8％ （126名）， 農学部 63，4％ （135名） と な る 。 医学部に

っ い て は ，転 出を挟 ん で ，元い た 帝大 に教授 と して 招 聘 され た助教授 20名を 加え れ

ば，その 比率は 47．2％ に なる 。

　つ まり，医学部を除けば ，帝大助教授の 7 割以上が い ずれか の 帝大 で ， さ らに 6 割

以上が 助教授勤務帝大の 中で 内部昇進 して 教授 に な っ て い る 。

一
方 ， 医学部で はそれ

らの 比率はい ずれ もそ れ ほ ど高 くない 。 先 にみ た教授の 補充源 と合わせ て ，医学部教

授の ア カ デ ミ ッ ク・キ ャ リア は，他の 学 部 とは幾分異 な っ て い た こ とが 示唆 され る
 

。

　法学部 ・経済学部で は ， 思 想問題で 大学を追われ た助教授 5 名
c7）
，他帝大教授 へ の

栄転者 1名を除けば，助教授勤務帝大の 中で 教授 へ と内部昇任 しなか っ た人 は 7名 に

過 ぎな い （弘 法学部 ・経済学部で の 助教授採用は ， 将来 その 同 じ帝大で 教授に なる こ

とをほ と ん ど前提 と して な されて い た もの と思われ る
〔9）

。 また，上 の 数字を み る と，

他の学部で も， 医学部を除 けば ， 大方は 同 じ傾向に あ っ た と考え られ る 。

6． 出身学校 ， 卒業席次 と経 歴 の 関係

　 こ こ で ，出身学校 ， 卒業席 次 と経歴 の 関係を みて お こ う。 第 1 に ， 帝大以 外の 国内

学校出身の 教授 22名中，帝大 キ ャ リア 組は ， 京都帝大の 文学部に 1名，理学部に 2 名

（うち 1名は 後に 東京帝大教授に 横滑 り）， 東北 と九州帝大 の 法文学 部文学 科 に 各 1

名 い る に過 ぎない （計 5名）。

一
方，帝大 卒業席次の 高低 に よ っ て ， 帝大キ ャ リア 組

の 出現率に そ れ ほ ど顕著な差は み られなか っ た 。 第 2 に，帝大以 外の 学校 （外国大 学

を含む）を卒業 して 帝大教授に な っ た 人は，明 治期の 帝大卒業生 と同年齢者に 限 る と

33名に 上 っ た 。 こ れが ，大正 ・昭和期卒業生 と同年齢者で は ， 九 州帝大法文学部法学

科教 授 1名，京都帝 大 文学部教授 2 名 の 計 3 名 に過 ぎな くな る 。 つ ま り ， 帝大以外の

国内学校卒業生 が ，帝大 の 中だ けで キ ャ リア を積む とい っ た，帝大教授養成ル
ー

トに

乗 るこ とは難 しか っ た。 そ して ， それ に も関連 して ， 外国大学卒業生を含めて 非帝大

出身者 に も帝大教授 となれ る機会が 開か れ て い たの は，帝大の 中で 積む キ ャ リァが重

視 さ れ る以 前の ，即ち未だ帝大教 授 へ の 道 が 未整備 だ っ た時代 に限 られ て い た こ とに

な る 。

　それ で は，出身学校，卒業成績は，助教授か ら教 授 へ の 昇進 に 影響 した の だ ろ う

か 。 北 海道 帝大 農学部 に は，前身校で あ る 札幌農学校出身の 助教授が 13名 い る 。 ま
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た ，東京帝大農学部の 東京帝大専科出身者 1 名は，助教授在職中に逝 去 して い る。 か

れ らを除 けば，医学部以 外の 学部で は，非帝大学士 で 帝大助教授 とな っ た人 12名の う

ち 7 人 は 教授昇進 を果た して い る 。 同様の 数を 医学部 に つ い て み る と， 6名の うち教

授昇進者 は 1 人 とな る 。 医学部を除 けば ，非帝大出身の 助教授の 教授昇任率 は，帝大

出身者 の 教授昇任率 と大差な い 。 つ ぎに ， 帝大教授 に 昇任 しな か っ た助教授 に っ い

て ，東京帝大の 卒業席次 を調 べ て みた 。 法，工 ，文 ，理 ，農学部の 助教授79人 中 ， 首

席卒業生 は 17名 （21．5％ ），次席卒業生まで 含め た数 は36名 （45。6％ ） とな っ た 。 同

様に ，医学部助教授 37人 中，首席 0 名 ， 次席 2 名 （5．4％ ）を 含めて ， 10番以 内卒業

生 は 9 名 （24．3％ ）で あ っ た 。 帝大教授 と比較す る と ， その 卒業席次 は低 くな っ て い

る 。 しか し，教授昇進 しなか っ た助教授の 中に も，医学部で は 10番以 内 ，
そ れ以 外の

学部で は 1〜 2 番卒業生 が か な り含 まれ て い る 。 っ ま り，帝大を優等席次で 卒業す る

こ とは，帝大助教授 の ポス トに就 く時に はか な り有利 に働 い た が，助教授の 地位を得

て しまえ ば ， 教授昇進に は 出身学校 ， 卒業成績 はほ ぼ無関係で あ っ た こ とが 分 か る 。

7． ア カデ ミ ッ ク ・ キ ャ リア と帝大下 級 職 （junior　 faeulty）

　 それ で は ， 講師 ， 助手 ， 副手等 の ポ ス トは ， 何 らかの 形 で ア カデ ミ ッ ク ・キ ャ リア

の 中に 組み 込まれて い くこ とに な っ た の で あろ うか
。 帝大キ ャ リア 組に 限れ ば ， 明治

・大正 期に 任用 され た帝大教授は ， 基本的 に は ほ とん どが学卒後直ち に ，或い は 大学

院や留学を経て ，助教授 → 教 授に な っ て い る 。 これ を前提 と して ， 以 下で は ， そ れが

転換 した時期以 降の 状況 に つ い て 述 べ て い く。

（1） 東京帝大法学部 ・経済学部 ， 京都帝大法学部，北海道帝大農学部

　東京帝大法学 部で は，昭和 2年以 降の 教授任用者 15人 （全て 大正 9 年以 降の 東京帝

大 卒業生） の うち 14名は，助手 1 〜 2 年 → 助教授 → 留学 → 帰 国後 2 〜 3年で 教 授 ， と

い っ た経 歴 を辿 っ て い る （下の 例参照 ）。 なお，残 り 1 名 は官僚経験 者で あ る （そ れ

以前の 教授の 大部分が 辿 っ た経歴 は ， 下の 例の
，

「助 手」 の と ころを 「大学院」 に 置

き換え た もの に 等 しい ）。

　矢部貞治 ：明治35年出生 → 大正 15年東京帝大 法学部卒業 ， 同助手 → 昭和 2年同助教

授 → 昭和 9 〜 12年留学 → 昭和 14年 東京帝大 法学 部教 授 → 昭和 28年早稲田 大学政治学博

士 。
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　東京帝大経済学部で も， 昭和 7〜 14年q似 降に任用 され た教授 12人 中，東京帝大 の

中だけで 昇進を重ね 教授に な っ た人 7 名全員 は助手を経験 して い る 。 さらに ， 学卒後

に 民間 へ 就職 し ， そ の 後かれ らと同様の 経歴 を辿 っ た，非帝大キ ャ リア 組 1名 も， こ

の グル ープに 含めて よい と思われ る （全て 大正 9 年以 降の 東京帝大卒業生 ）。

　京都帝大法学部で は，昭和 7 年以降の 教授任用 者 15人申，卒業後 に京都帝大の 中だ

けで キ ャ リア を積 ん で い る 人 は 10名い る （い ずれ も大 正 11年以 降の 京都帝大卒 業

生 ）。 こ の うち 8 名 は助手経 験者で あ る 。 残 り 2 名は 学士 の 身分か ら助教授採用 され

て い る 。

　北海道帝大農学部で は，大正 9 年以前に任用 され た帝大キ ャ リア 組の 教授に つ い て

は 、 学士の 身分か ら助教授に 採用 され た人 と助手経験者が 半 々 で あ っ た 。 こ れが大正

10年以 降の 教授任用者36名の うち，帝大キ ャ リア組の 25人に つ い て は 18名 （72．0％）

が助手経験者 （うち 1 名は講師 も経験 ）， 3名 は講師経験 者 （助手経験者を除 く）， 学

士 の 身分か らの 助教授採用 4 名 とな っ て い る。
と くに 昭 和 5 年以 降の 教授任用者19人

の うち，帝大キ ャ リア組 12名 （全て が明治44年以 降の 帝大卒業者 ） に 限 れ ば，大学 院

経 由者 1名を除 い て 全て が 助手を経て助教授の 職 に 就い て い る 。

　 こ こ で み て きた学 部 で も，全て の 助手が 助教授 に 上が れ た わけで は ない （伊藤 ・岩

田 ・中野　1990，第 3章）。 即 ち，東京帝大法学部 ・経済学部で は 大正 9年 ， 京都帝

大法学部 で は大正 11年 ， 北 海道 帝大 農学部で は明 治44年以 降 ，
「昇任 か 転 出か （

‘

up

or 　 ou の 」 政策の 下に ， 帝大キ ャ リア組 に と っ て は一
般的に 助手ポ ス トが，教授 へ 到

る キ ャ リ ア の 中 に積極的に組み込 まれて い っ た もの と考え られ る 。 特 に 東京帝大法学

部で は，昭 和期に 採用 され た 教授の ほ ぼ全員が帝大キ ャ リア 組で あ っ た 。 従 っ て ，助

手経験 を含め ，先に み た ア カ デ ミ ッ ク ・キ ャ リ ア は ， 教授 へ 到る プ ロ セ ス と して 必須

化 して い た とみ なせ る  
。

｛2） 東京帝大理 学部 ， 東北帝大法 文学部法 学科 ・経 済学科

　東京帝大理 学部で は ， 昭和元年以 降の 教授任用者28人の うち，卒業後 に 東京帝大の

中だ けで キ ャ リ ア を積ん で い る 人 は 14名い る （全て が 明 治 39年 以 降 の 帝大卒業者）。

か れ らの 助教授以前の 地位は，助手 6 名，副手 1名，大学院 7 名 とな る 。

　東北帝 大 法文 学部 の 法経学 科で は ， 大正 11年の 創設以 来 ， 他帝大教授 ・助教授か ら

の 招聘者を除けば，帝大キ ャ リア 組の 教授 は 19名 い る。 こ の うち ， 9 名 は助手経験者

（東北帝大助手経験者 3 名 は い ずれ も東北帝大 出 身者 ）， 1 名 は副 手 → 講 師経 験 者，

9名 は 学士 の 身分か らの 助教授，教授任用者とな っ て い る 。
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　 これ らの 学部で も ， 助手 は帝大教授に 到 るキ ャ リア に 浸透 しつ つ あ っ たが ， 学士の

身分か らの 助教授採用とい っ た 従来の パ ター ンが 併存 して い た 。

（3） ユニ学部，京都帝大経 済学部 ・理 学部，東北帝大理 学部

　全帝大 の 工 学部，京都 帝大 の 経 済学 部 と理学 部 ，東 北帝大理 学 部で は，戦前期を と

お して 帝大キ ャ リア組の 教授 は ，

一
般的に は下 に 示す例の よ うに ，帝大卒業 → （大学

院→ ）講師 → 助教授 → 教 授， とい っ た経歴 を辿 っ て い る 。 こ れ らの 学部で ，帝大教授

の ア カ デ ミ ッ ク ・キ ャ リア上の 通過点 とな っ た の は，講師 ポス トで あ っ た 。 もと もと

助手職 は，実験 ， 実習，臨床 などを もっ 理 科系学部の 教育 ・研 究 体制の 必 要性か ら生

じた もの と され る （伊藤 ・岩田 ・中野 　1990， 63頁）。 従 っ て ， 他の 学部 と は異 な

り，工 学部助手 は実験助手 と して の 位置付けが 強 く，帝大教授の ア カ デ ミ ッ ク ・キ ャ

リア 上 に 乗 らなか っ た もの と考え られ る 。

　三 島徳七 ： 明治26年出生 → 大正 9 年東京帝大工 学部卒業，同講 師 → 大正 10年同助教

授 → 昭和 3年東京帝大工 学博士 → 昭和 13年東京帝大工 学部教授 。

〔4） 文学部 ， 九州帝大法文学部法学科 ・経 済学科 ， 東京 ・京都 ・ 九州 帝大農学部

　 全帝大の 文 学部 （東北 ・九州両 帝大 の 法 文学部文学科 を含む ）で は ， 戦前期 を とお

して ，帝大 キ ャ リア組教授 の ，助教授以前 の 経 歴 と して は，大 学院，助手， （特に 東

京帝大 で は ）副手があ っ た 。

　 九州帝大法文学部法経学科で は ， 大正 14年の 創設以来 ， 他帝大教授 ・助教授か らの

招聘者を除 けば ， 帝大キ ャ リア組の 教授 は 12名い る 。 うち 3 名 は東京帝大助手， 1 名

は東京帝大 副手， 2 名は京都帝大経済学 部講師経験者であ る 。 かれ らは既設帝大の 教

授養成ル ー トを経て ，九州帝大教授 と な っ た 人達で あ る 。 卒業後に 九州帝大で 初職を

得た人 は， 2 名が 副手 → 講師 （い ずれ も九州 帝大 卒業生， うち 1 名は助 手 も経験 ），

1 名は講師 ， 1名は 副手， 2名 は大 学院経 由者で あ る。 ケ ー
ス は少な い が ，副手 また

は講師が ， 教授 へ 到る ときに 辿 る一
つ の 通 過点 に な っ て い た こ とが分か る。

　東京帝大農学部で は ，大正元年以降の教授就任者 50名の うち ， 帝大キ ャ リア 組29人

の 経歴 は ， 講師 9 名，助手 4 名，助手 → 講 師 5 名，副手 → 助手 1 名 ，副手 → 助手 → 講

師 1名 ，学士 の 身分か ら助教授就任 9 名 となる 。 昭和 2 年以 降の 京都帝大農学 部教 授

任用者 19名の うち，帝大キ ャ リア 組 10人 に つ い て は，助手 5名 ，講師 3 名 ，学士 の 身

分 か らの 助 教授採用 2名 とな る 。 九 州帝 大農学部 で は，大正 10年 の 創設以 来 ， 帝大
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キ ャ リア 組の 教授 は 17人い る ． うち助手 7 名 ， 講師 4 名，副手 1 名，副手 → 講師 1

名 ， 学士の 身分か らの 助教授採用 4名とな る 。

　即 ち， こ れ らの 学 部で は，帝大 教授 へ 到 るア カ デ ミ ッ ク ・キ ャ リア と して ，講師，

助手，副手とい う 3 つ の 地位を組み合わせ た複数の ル ー ト，並 びに 学士 の 身分か らの

助教授採用 とい っ た従来 の パ ター ンが 共存 して い た 。

（5） 医学部

　戦前期の 医学部教授の ほ ぼ全員 は ， 大学助手ま たは 病院助手 を経験 して い る 。 しか

し，かれ らに 限 らず医学部卒業生の ほ とん どは 医師 と して の 実務 に従事す る前に ， こ

れ ら無 給助手に 就き，卒後研 修を行 っ て い た 。 こ の こ とを勘案す れ ば ，その 意 味合い

は 他学部教授の 助手経験 とは異な る もの と思われ る 。

8． まと め と考察

　帝国 大学 で は ， 助教授を経てか ら教授に な る と い っ た趨 勢 は ， 明治 26年の 講座制導

入時か ら確実 に浸透 し，明治末まで に は ほ ぼ完全 に定着 した 。 しか し， 明治期の 帝大

卒 業生 に 関 して は，助 教授 以前 に帝大以 外の 職場経験 を持 つ 人は未だ半数を越 え て い

た 。 学位
oz，留学 を含め た， こ の 時期 の 帝大教授 の ア カ デ ミ ッ ク ・ キ ャ リア は，帝大

1 〜 2 番卒 業 （医学部で は 10番以 内） → （大学 院 帝大 以外の 職場） → 助教 授 → 2 〜

3 年の 外国留学 → 帰国後直ちに 教授 → 1 〜 3年で 総長推薦博士， とい っ た もの で あ っ

た 。

　大正 ・昭和期の 帝大卒業生に な る と，帝大キ ャ リ ア 組の 教授が 過半数 を越え るよ う

に な り，非移動的 な大学教授市場が 形成 さ れて い くこ と に な る 。 こ の 時期の 医学部以

外の 帝大教授の ア カ デ ミ ッ ク ・キ ャ リア は ， 帝大 1〜 2 番卒業 → 大学 院また は帝大下

級職 （副手，助手，講師） → 助教授 → （特 に理科系学部で は，論文博士取得 ） → 2 〜

3年の 外国留学 → 教授 ， とい っ た もの に な っ た （大 正 9年 の 学位令に よ り学位取得 の

方法は 論文提 出に 限 られ た）。 た だ し， 帝大 卒業後 ， 助教授 に な るまで の 間に 、帝大

の 中で い か な る地位を経験す るか は ， 学部に よ りまた帝大に よ り異な っ て い た 。 しか

し，大正 中期以降 に は ， 多 くの 学部で 助手を中心 と した帝大下級職が ， 帝大教授の ア

カ デ ミ ッ ク ・キ ャ リア の 中に 組み 込 まれ て い く。

　
一

方 ， 以上 の よ うな 傾向 とは逆 に ， 医学部で は明治 30年代以降 ， 帝大キ ャ リア 組の

比 率 ， 及 び助教授 か らの 教授昇進 率は 減 少 し、大 学教授 市場 の 移 動性 は 高 ま っ て い

く。 た だ し，帝大 の 10番以 内の 卒業生 を教 授 に 補充す る とい っ た 傾向は持続 した 。
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　 それ で は，大正期 に 入 っ て大学教授市場 の 非移動性が 高ま っ た の は ， な ぜ だ ろ う

か 。 中山 （1978， 130− 169頁）に よ れ ば ， 学問の 制度作 りに 専念 しなければな らな

か っ た官製 の 「明治 ア カデ ミズム 」 か ら，それ が一段落 した後，大正 の 「研究至上主

義」 へ の 転換が あ っ た とされ る （「ア カデ ミズム の 官界か らの 相対的独立j）。 こ の 転

換が ，研究プ ロ フ ェ ッ シ ョ ン と して の 帝大教授の 採用 に 関 して ，研究キ ャ リア 重視と

い っ た傾向を もた ら した もの と思 われ る 。 加え て ，第 1次大戦後 に は ， 新卒
一

括採

用，終身雇用 制 とい っ た 日本的雇用 制度が 確立 して い っ た とされ る （高橋　 1973，

211−230頁）。 こ の よ うな社会的趨 勢 も大学教授市場 の 非移動性 に影響 を与え た可能性

が 考え られ る 。

　こ の よ うな要因 と並 行 して ， 助教授以 前に 経験 す べ き帝大 で の 研究下級職が 固 ま っ

て い っ た こ と に つ い て は ， 以下の 理 由が 考え られ る 。 第 1 に ，第 1次 大戦後は リ トル

・サ イ エ ン ス か らビ ッ グ ・サ イ エ ン ス へ の 転換期に あた り，職階制的な研究体制が 整

備 され て い っ た （杉本　 1967，418−451頁）。 こ れ に よ っ て ，特 に理科系分野で は，研

究下級職の 位 置付 けが明確 に な っ て い っ た もの と思 われ る 。

　第 2 に，明治期に は学卒後直ちに 助教授に 任用 され る とい うケ ース が頻繁 に み られ

た 。 とこ ろ が ， 大正 12年に 帝国大学 に定年制が導 入 され る直前 頃に は，帝大教授 の ポ

ス トは閉塞的状況を呈 し，学卒か ら助教授採用 され る まで の 待 ち時間が長期化す る。

加 えて ，政府 の 要職を兼任で きる機会の 減少，給与面で の 民間企業の 優位 な どの 原因

に よ っ て ， こ の 時期 まで に は 明治期に 比 べ 帝大教授職 の 魅 力が 低下 した可 能性が 高

い 。 こ の よ うな状況 の 中で，教授候補生 と して 帝大の 優等卒 業生 を確保す る た め に

は ， 助教授任用 まで の 期間 ， か れ らを大 学院に 放置す るの で は な く，帝大内で 職を与

え ，身分的安定を図 る こ と が 必要 に な っ た もの と思 わ れ る （岩 田 　 1992，
177−179

頁）。

　ただ し， 教授を 自校 出身者で 埋 めて い くとい っ た 同系繁殖 に つ い て は，創設 以後 に

経過 した年数 との 関連が 強 く， こ の よ うな 時代的状況 とは 別の メ カ ニ ズム が働い て い

る こ とが示唆 され た 。

　日本 に おい て 「エ ス カ レーター式昇進」 を基礎に した 非移動的な大学教授市場が 形

成 され た こ とに つ い て は， まだ他の 要因が あ っ た もの と考え られ る 。 特 に ，な ぜ 個

系繁殖 」 が進 行 す るの か 。 こ れ らの 点に 関 して は今後の 課題 と した い
。
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　 〈注〉

（1） 古屋野 （1977），宮原 ・川村 （1980， 15−33頁）。 さ らに， 出 （1963， 280頁 ），海

　 後 （海後 ・寺崎 1969， 281頁）の 回顧参照 。

（2｝ こ れ らの エ リー ト研究 か らは 多 くの 教示 を受 けた が ，廣田 （1990） の 優 れ た レ

　 ビ ュ
ーが あ るの で ，本稿 と直接関 係 の ある もの 以 外 は参考文献 リス トか ら除外 し

　 た 。

〔3） こ れ らの 地位か ら助教授経験 な しに 直ち に教授 に 就任す る とい うケ ース は ，特に

　 各帝大 の創設期 に しば しばみ られ る現象で あ る。

（4） 京都帝大以外 の 法学部 ・経 済学部 の 民間企業経験者 7 名は，勧業銀行，満州鉄

　 道，住友総本店，住友銀行，三 井銀行，三 井合名会社に 籍を置い て い る 。 こ れ に 対

　 し， 京都帝大 の 民間企業経験 者 3 名は ，
い ず れ も新聞社 に勤務 して い る 。 京都帝大

　 法学部 ・経済学部の ジ ャ
ー

ナ リズ ム との 関係は興味深い 。

（5｝ 助教授在職中 の 死亡者 ， 病気休職後の 死亡者は ， 法学部 ・経済学部 に 3 名，文学

　 部 に 2 名 ， 工 学部 に 12名，理学部 ， 医学部 ， 農学部 に各 5 名 い る 。

〔6） 鬼頭鎭雄 r九大風雪記』 （1948， 69−72頁）の 中で ，「萬年助教授風 景」 とい っ た

　節が設 け られ て い るの は，医学部の 章 に 限 られ て い る 。 こ の 本で は ，医学部に 萬年

　助教 授 が多い 理 由の 一
つ を次の 点 に求 め て い る 。

一般 的 に 医学部で は研 究者 を 目指

　 す とい うよ り，学位論文 作成 の ため教 室 に残 る人 が多 い 。 そ して ， これに 時間が か

　 か っ た教室 の 古顔が ， やが て 講師 ， 助教授に 進む こ とに な る か らだ と して い る 。

（7） 東京帝大法学部 の 森戸 辰男，平野義太 郎，東京帝大経済学部の 山田盛太郎，大森

　義太郎，東北帝大法文学部の 宇野弘蔵 。

（8） 転 出先の 内訳 は，高 等教育機関 3 名，民間研究所 1 名，弁護士 1 名，不明 2 名。

（9〕 な お，明治期 の 東京帝大法学部教授で は，助教授の 地位 に あ るの は 留学 中の み

　で ，帰国後 1 カ月以 内で 教授昇任 とい っ たケ ース が幾 つ か み られ る 。 こ れ は法 学部

　 に お け る助教授職 の 性 格を考え る上で 興味深 い 。

嚠 　東京帝大経済学部で は，昭和 7 〜 13年 に 教授任用は な され て い ない
。

aD　東京帝大 法学 部の 助手実員 は ，大正 6 年 まで は毎年 0 〜 2 人で あ っ たが ， 大正 7

　年 に は 6名 とな り， そ の 後漸次増 加 して い く。 大正 7 年以 降の 助手実員増加 と，助

　手の 中か ら助教授を補充す る とい う方式の 定着 とに は ，関連が あ る可能性が あ る 。

面 　学位 と帝大 教授の 経歴 との 関係 に つ い て は ， 岩田 （1992）参照 。
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